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災
と
東
京
大
空
襲
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
富
士

講
の
研
究
は
あ
ま
り
盛
ん
に
は
行
わ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
し
も
、

故
岩
科
故
一
郎
氏
が
富
士
講
に
興
味

を
示
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
富
士
講
の
体

系
的
な
研
究
は
不
可
能
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
さ
え
思
わ
れ
る
程
で
す
。 

 

岩
科
氏
は
専
門
の
研
究
者
で
は
な

く
、
御
実
家
は
新
宿
の
神
楽
坂
で
職
人

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
登
山
に
関
心
が

あ
り
、
そ
の
縁
で
柳
田
國
男
と
知
り
合

い
、
山
の
民
俗
を
調
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
生
涯
、
在
野
の
研
究
者
と

し
て
過
ご
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
研
究
に

は
定
評
が
あ
り
、
民
俗
学
の
第
一
人
者

で
あ
っ
た
宮
田
登
氏
が
、
岩
科
氏
が
都

の
職
員
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
教

育
委
員
会
を
訪
ね
、
そ
こ
で
駐
車
場
の

係
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
東
京
都
庁
の

守
衛
室
で
富
士
講
の
教
え
を
受
け
た

と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

岩
科
氏
が
主
宰
さ
れ
た
「
山
村
民
俗

の
会
」
に
は
「
富
士
講
研
究
会
」
と
い

う
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の

「
富
士
山
文
化
研
究
会
」
へ
継
承
さ
れ

ま
し
た
。
次
回
は
岩
科
氏
門
下
の
著
作

を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

聖
地
巡
拝
② 

船
津
胎
内 

 

古
来
、
富
士
山
麓
で
「
胎
内
」
と
呼

ば
れ
る
の
は
、「
旧
胎
内
」、
船
津
胎
内

で
す
。 

 

こ
れ
は
新
宿
の
丸
藤
講
の
講
租
「
高

田
藤
四
郎
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
い

う
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。
御
修
行
を

さ
れ
た
方
も
多
い
と
存
じ
ま
す
が
、
胎

内
神
社
の
入
り
口
の
右
上(

左
の
写
真

の
右
端)

に
、
藤
四
郎
翁
の
像
が
安
置 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

こ
の
洞
穴
は
溶
岩
樹
型
で
、
巨
木

が
燃
焼
し
た
跡
と
、
溶
岩
ガ
ス
が
膨
張

し
た
跡
で
す
の
で
、
内
部
は
細
く
狭
く
、

所
々
に
や
っ
と
人
一
人
が
立
て
る
ほ

ど
の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
だ
け
で
す
。  

 

今
は
照
明
が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ

て
は
左
の
写
真
の
よ
う
に
蝋
燭
を
持

ち
、
膝
に
草
鞋
を
つ
け
て
這
っ
て
御
修

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
蝋
燭
の
燃
え
止

し
は
安
産
の
護
符
と
し
て
珍
重
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

お
や
ま
道
を
た
ど
る 

② 

 

今
年
も
「
吉
田
の
火
祭
り
」
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
火
祭
り
は
、

日
本
三
大
奇
祭
の
一
つ
と
も
い
わ
れ
、

今
で
は
吉
田
浅
間
神
社
の
神
事
と
し

て
書
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す

が
、
元
々
は
諏
訪
神
社
の
祭
で
あ
っ
た

と
も
、
あ
る
御
師
が
管
理
す
る
祭
だ
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

金
鳥
居
か
ら
諏
訪
の
森
ま
で
一
直

線
に
伸
び
る
道
端
に
供
え
ら
れ
た
大

松
明
は
今
も
昔
も
あ
ま
り
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
街
並
み
は
随
分
と
変
化
い
た

し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
ま
だ
馬
車
鉄

道
の
線
路
の
残
る
大
正
期
の
絵
葉
書
。 

下
は
今
年
の
火
祭
り
の
写
真
で
す
。  

 

坂
を
登
り
き
っ
て
、
左
に
曲
が
る
と

諏
訪
の
森
が
見
え
始
め
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
登
山
記
念
碑
に
囲
ま
れ
た
富
士

吉
田
元
祠
が
あ
り
ま
す
。 

 

 

こ
の
先
は
吉
田
の
浅
間
神
社
。
次
回

は
、
そ
の
境
内
の
御
紹
介
を
い
た
し
ま

す
。 
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公
益
事
業
報
告 

 

本
教
で
は
、
公
益
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
上
半
期
の
主
な
参
加
事

業
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。 

  
 

世
界
平
和
の
祈
り 

 
  

 

世
界
の
宗
教
指
導
者
が
宗
派

の
垣
根
を
越
え
て
一
堂
に
会
し
、

共
に
世
界
平
和
を
祈
っ
た
「
比
叡

山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

て
か
ら
、
二
十
三
年
の
月
日
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
経
済
問
題
、

地
球
温
暖
化
、
各
地
の
紛
争
等
い

ま
だ
人
類
は
危
機
状
態
を
脱
し

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

今
年
も
八
月
四
日
に
比
叡
山

で
行
わ
れ
た
同
サ
ミ
ッ
ト
に
本

教
も
参
加
し
、
千
名
を
超
え
る
参

加
者
一
同
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
、

中
世
界
平
和
の
実
現
に
む
け
て

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

「こ
の
は
な
会
」  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
 

 

私
た
ち
日
本
人
が
富
士
山
の
自

然
と
一
体
化
し
、
長
い
時
間
を
か

け
て
創
り
あ
げ
て
き
た
文
化
や
芸

術
、
私
た
ち
の
生
活
に
根
付
い
た

習
俗
を
、
日
本
人
の
心
と
し
て
、

後
世
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、「
富
士
山
の
自
然
と
文
化
に
し

た
し
む
、
こ
の
は
な
会
」
を
発
足

し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。。
本

教
御
信
徒
の
み
な
ら
ず
、
広
く
一

般
市
民
の
方
々
に
も
よ
び
か
け
て

奉
仕
活
動
を
行
う
こ
と
が
本
会
の

目
的
で
す
。 

今
年
は
、
八
月
二
十
八
日
に
、

富
士
山
吉
田
口
登
山
道
の
北
麓
公

園
か
ら
吉
田
胎
内
、
中
の
茶
屋
周

辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

富
士
山
麓
と
は
い
え
、
酷
暑
中

を
皆
様
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て
御

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

  

富
士
信
仰
研
究
会
御
一
同 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

本
庁
に
来
訪 

 
 
 
 

 

 

拓
殖
大
学
名
誉
教
授
竹
谷
誠
先

生
が
会
長
を
務
め
ら
れ
る
富
士
山

文
化
研
究
会
御
一
同
が
、
八
月
二

十
九
日
に
本
庁
に
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。
正
式
参
拝
の
後
、
富
士
山
の

信
仰
に
つ
い
て
熱
心
に
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
の
、

故
中
教
正
鴨
志
田
与
右
衛
門
翁
の

御
子
孫
で
あ
る
鴨
志
田
潔
様
か
ら

御
教
祖
様
に
関
わ
る
貴
重
な
資
料

の
御
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

 

◆
本
部
祭
式
研
修
会
が
十
一
月

八
日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
日
程
で

行
わ
れ
ま
す
。
参
加
御
希
望
の
方

は
、
所
属
教
会
長
を
通
じ
、
本
庁

ま
で
お
問
い
合
わ
す
願
い
ま
す
。 

◆
明
年
一
月
十
二
日
に
、
初
月

並
、
福
徳
歳
開
祭
が
管
長
御
親

祭
に
て
行
わ
れ
ま
す
。
御
参
加
の

御
申
し
込
み
は
、
所
属
教
会
長
を

通
じ
、
本
庁
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

◆
本
誌
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部

に
前
年
の
写
真
を
用
い
て
お
り
ま

す
。
御
了
承
願
い
ま
す
。 

 ・
次
回
の
「
扶
桑
」
は
年
末
に
刊

行
の
予
定
で
す
。
御
意
見
、
御
要

望
と
と
も
に
各
種
情
報
の
御
提

供
を
願
い
ま
す
。 
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